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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： アメリカ合衆国における先住民「ネーション」の形成 

―１８世紀末～１９世紀中葉のチカソー成員概念／規定から 

 学位申請者 岩﨑 佳孝 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 中野耕太郎 

  副査 大阪大学教授   藤川隆男

  副査 大阪大学教授 秋田茂 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、アメリカ先住民の自治的政体「ネーション」の歴史的な主権形成を、先住民集団の成員資格の変遷

に着目して考察した論考である。具体的には、１８世紀末から１９世紀中葉の時期を対象として、代表的な先住

民集団のひとつ、チカソーの政治共同体のありようを詳細に分析し、今日の先住民主権のプロトタイプとなるネ

ーションの構築過程を明らかにした。論文の構成は、本論４章と序、結論、図・表から成り、全体として１３万

２０００字の分量となっている。

 以下、本論文の構成を紹介する。まず序論では、連邦、州、に並ぶ「第三の主権」として、今日のアメリカ合

衆国に存在する先住民ネーションの状況が概観され、これをめぐる先行研究の整理が行われたうえで、先住民、

特にチカソーの主権問題を歴史学として分析することの意義が強調された。本論の第一章では、１８世紀後半以

降、チカソー社会とイギリス系入植者、交易商人らとの関係が築かれ始め、その過程で「縁組」白人という先住

民共同体内部に親族として包含される白人が多数あらわれたことを明らかにした。

続く第二章、第三章では、１９世紀初頭の「インディアン強制移住」政策と、これに呼応して進行したチカソ

ー社会の変容が検証された。第二章では、移住をめぐる政府との交渉を背景として、「縁組」白人の子孫たる混血

者がチカソー集団内で地位を向上させ、集団の政治的意思決定機関たる「集会」でも重要な役割を果たしたこと

が指摘された。第三章では、西部移住後の混乱の中で、この混血者の間で新旧の勢力争いが起こり、伝統的な「集

会」を拠り所とせず、むしろ連邦政府との政治的・経済的連携にたけた「新興混血者」がチカソーの指導的立場

に立ったこと、そして、そうした経緯の中で自治政体としてのチカソー・ネーションがアメリカ政府から承認さ

れていったプロセスが解明された。

本論の最終章となる第四章では、南北戦争再建期に叙述が進められ、この時期に確定していくチカソー・ネー

ションの成員資格と、ここに明らかとなる人種的境界の画定が検討された。第一章から第三章で強調されたよう

に、歴史的にチカソーは白人の血統の受け入れに寛容だったが、その反面、政府に推奨された「文明化政策」の

一環として黒人奴隷制を積極的に導入していた。再建期の「ネーション」再編にあたり、チカソーはこの元奴隷



の黒人住民を排斥する市民権規定を確立したのだった。本論文の結論は、ここに形成されたチカソーの成員と占

有領域の境界が、今日に至るチカソー主権の淵源を成すと主張するものである。

【論文審査の結果の要旨】

本論文で描かれた１９世紀中葉の先住民ネーションは、その後、世紀後半の連邦施策によって解体され、大筋

で先住民個々人の合衆国市民化が進められる。だが、1930年代に至り、ニューディール期のアメリカ政府は再び

政策を転換し、今日の先住民ネーションに直接つながる自治政体が作られていく。それゆえ、通説ではこの１９

世紀の先住民ネーションと現在のそれとの間に断絶を見ることが多い。これに対して、本論文は１８-１９世紀に

おける先住民の政治的メンバーシップ（成員資格）の展開を明らかにすることで、この新旧の先住民ネーション

の連続性を論証した。換言すると、現在の先住民主権が抱える様々な問題―― 例えば、多くのネーションが続け

る人種差別的な慣行や、主流社会がその自治権の正統性に対して抱く疑念など――をより長期的な視座の中に位

置づけ、深い歴史的洞察を与えることに成功している。このことが本論文の第一の貢献である。

 加えて、本論文は先住民集団が包摂したイギリス系交易商人とその子孫（混血者）という、主流社会と先住民

の仲介者的存在に光を当てることで、収奪者たる白人と被征服者としての先住民を二項対置する従来の認識枠組

を乗り越え、両者の複雑な混淆状況を描き出している。また、そこに見られる「境界」の曖昧さは、他方におけ

る黒人・先住民間の境界形成の峻烈さを際立たせてもいる。この斬新な歴史叙述は、今日の先住民主権を取り巻

く状況を理解するうえで極めて重要な手掛かりを与えるものである。

 このように本論文はアメリカ先住民史研究にとって多大な意義を有しているが、問題がないわけではない。例

えば、本論文の主題たる１９世紀の先住民主権という歴史事象が、アメリカ連邦体制の複合的かつ多層的な主権

構造の中にどう位置づけられるかという点について、必ずしも十分な考察が行われているとは言い難い。１９世

紀前半には、いまだ西部に開拓途上の準州が点在し、また州の権限も相当に大きい。南北戦争は、そうした地方

的主権と連邦という国家主権との関係を大きく変容させ、後の集権的な国民国家に向かう嚆矢となったが、同時

期に進行した先住民ネーションの形成は、この国家規模での歴史ダイナミズムの中にどのように位置づけられる

のか。この点については、さらに考察を深める余地があった。

しかし、これらの問題点は、本論文が達成した成果と意義を損なうものではなく、また今後の研鑽によって十

分克服できるものと考えられる。よってこの論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


